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自閉症の感覚過敏に着目した授業改善の取り組みI

～秋田大学附属養護学校小学部の実践から～
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自閉症児者の障害特性として,感覚過敏の問題が最近注目されてきている.多くの高機

能自閉症者によって,いかに感覚過敏が辛いものであるかが語られると同時に,自閉症児

者の原因不明のパニックにもこの問題が関与している可能性が指摘されている.

本研究では,この感覚過敏に着目し,自閉症の子どもが苦痛や不安を抱かずに参加でき

る授業づくりに取り組んだ実践を報告した.感覚過敏に配慮するために,自閉症の子ども

たちを他の知的障害の子どもたちと別のグループにして指導を行うことに対して,多くの

教師は当初強い抵抗感を抱いた.しかし,それまで授業への集中が難しく,パニックを起

こしていた子どもたちが,集中して課題に取り組めるようになり,教師の意識は大きく変

わった.今,自閉症教育に求められているのは,自閉症の障害特性の理解と教師の意識改

革である.
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Ⅰ はじめに

知的障害養護学校である本校小学部における最近

の大きな問題の一つとして,集団学習の際の離席や

パニックなどにより,集団での学習を進めることが

以前に比べて難しくなってきていることがあげられ

る.一人の子どもにパニックが生じると,それが2

人,3人と次々と連鎖的に派生したり,パニックを

起こしている児童に周りの児童が気をとられてしまっ

たりと,授業そのものの成立が危ぶまれる状況も度々

経験するようになった.
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これらの原因の一つとして,自閉症スペクトラム

障害注1)(以下,自閉症)を有する児童が増えてき

たことがあげられるかもしれない.本校小学部では

今年度,自閉症の児童が16名中6名と,実に4割近

くを占めるに至っている.しかし本校において,こ

れまで知的障害を併せもつこれらの自閉症の児童に

対しては知的障害中心の教育課程による教育が行わ

れており,自閉症の障害特性に着目した支援を積極

的に行ってきたとは言いがたい.

一方,我が国における自閉症の教育も,今大きな

転換期を迎えている.たとえば,文部科学省の21世

紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議

(2001)が提出した最終報告書 ｢一人一人のニーズ

に応じた特別な支援の在り方について｣では,自閉

症の教育に関して ｢知的障害養護学校等でこれまで

培われた実践により,卒業後の望ましい社会参加を

実現している例も多いが,知的障害教育の内容や方

法だけでは適切な指導がなされない場合もあった｣

と指摘している.さらに,特別支援教育の在り方に

関する調査研究協力者会議 (2003)による ｢今後の
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特別支援教育について (最終報告)｣でも,｢自閉症

の児童生徒に対する教育 ･指導の開発が重要な課題

となっており,(中略)自閉症の児童生徒の教育的

対応については,知的障害との違いを考慮しつつ,

障害の特性に応じた対応について今後とも研究が必

要である｣と提言している.これらの指摘は,これ

までの知的障害養護学校における自閉症の児童生徒

に対する教育や指導が十分ではなかったことに対す

る反省から生まれたものであり,知的障害との障害

特性の違いを十分考慮した教育を確立していくこと

が急務であることを提起している.このような中で,

自閉症教育のこれまでの様々な教育内容や方法を検

証し,今後の新たな方向性を探る図書が,全国知的

障害養護学校校長会 (2003)や国立特殊教育総合研

究所 (2004)から最近相次いで刊行されている.

では,自閉症の障害特性とはいったい何であろう

か.自閉症の障害特性の中で,最近特に注目を集め

てきていることの一つに ｢感覚過敏｣の問題がある.

自閉症の感覚刺激に対する異常な反応に関しては,

カナ- (1943)が自閉症について初めて報告した論

文やその翌年にアスベルガー (1944)が発表した論

文の症例の中にも見られ,当初から自閉症の特徴の

一つとして注目されていた.この原因に関しては

1970年前後にかけ,OrnitzとRitvo(1968)による

前庭機能不全による ｢知覚の非恒常説｣やLovaas

ら (1971)による ｢注意の過剰選択説｣が唱えられ

たが,未だその詳細は不明である.その後,自閉症

の国際的な診断基準であるDSM-Ⅳ (APA,1994)

やICD-10(WHO,1992)が,自閉症の多様な障害

像の中から,社会性の障害,コミュニケーションの

障害,そして常同反復の3主徴を重視することによ

り,この感覚過敏の問題は研究者の間で次第に注目

されなくなっていった.

しかし最近,高機能自閉症の人たちの自己説明

(self-account),すなわち自らの内面を語った著作

が数多く発表されるようになってから (ウィリアム

ズ,1993;グランディン,1994;ローソン,2001;

ガーランド,2000),自閉症者にとっていかに感覚

過敏の問題が大きいかが,再び注目されるようになっ

てきた (ウイング,1998).この先鞭をっけたのが

高機能自閉症者である,テンプル ･グランディンと

ドナ･ウィリアムズの二人である.たとえば,テン

プル ･グランディン (1994)は,｢我,自閉症に生

まれて｣の中で,｢大きな物音が聴覚に苦痛を与え,
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純毛の衣類はむき出しの神経突起部分をこするサン

ド･ペーパーのようでした.｣とか ｢体が肌のふれ

合いを求めていながら,触れられると,痛みと混乱

を感じて体を引いてしまう.私は二十歳の半ばでやっ

と,握手をしたり目を直視できるようになった.｣
と述べている. 同様に, ドナ ･ウィリアムズ

(1993)も ｢自閉症だったわたしへ｣の中で,｢ある

惑覚は,非常に鋭く尖って,痛いような感じを起こ

させるのだ.わたしの場合は,甲高い声や音,まぶ

しい光,人に触れられることなどがそれで,耐えら

れない.十と述べている.

また,最近では我が国の高機能自閉症者による

｢自己説明｣も多数発表されるようになってきたが

(森口,1996;2002;泉,2003;藤家,2004),森口

(2004)は,自身の感覚過敏に関して ｢私の場合,

聴覚と臭覚が尋常ではない.私は他の人には聴こえ

ない音も常に聴いているし,人にはわからない臭い

の洪水の中で過ごし,毎日を音のノイズの海の中に

晒されながら日々,暮らしている.(中略)そんな

私であるから,耳栓が手放せない.臭覚についても,

密閉した部屋から一歩ベランダに出ると,よその部

屋から臭ってくるペットの臭い,汚物の臭い,布団

の臭いなどで呼吸もできないほどだった.｣と述べ

ている.また学校に関しては,｢できるだけ視覚的

にも聴覚的にも,入ってくるノイズは少ないほうが

いい.視覚的刺激の場合,大人数だとそれだけ,動

き回る人数が増え,視覚的な刺激も増え,自閉症の

本人の混乱も増えてしまう.このように学校という

場所は不快刺激で満ちている.それでパニックを起

こせば,問題行動と見られてしまう.だから,パニッ

クを減らしたければ,その前に,刺激の少ない環境

が必要なのではないかと思う.有り体に言えば `̀静

かで落ち着いた場所"が必要だということである.｣
と述べている.

ところで,このような ｢自己説明｣に表れた感覚

過敏は,自閉症の人たちでも,ある特定の人のたち

だけに起こるものなのだろうか.三島ら (2002)は,

28名の高機能自閉症者による ｢自己説明｣の検討を

行ったところ,感覚過敏等の障害が自閉症の診断基

準である3主徴 (社会性の障害,コミュニケーショ

ンの障害,常同反復)に劣らず多く認められること

を見出し,自閉症にとっての感覚過敏が単に特定の

人たちだけのものでないことを明らかにした.さら

に,川崎ら (2003)は,高機能自閉症だけでなく,
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知的障害を伴う自閉症も含めた251名を対象として

検討した結果,知能の程度にかかわらず,自閉症の

大多数の者が聴覚過敏や触覚過敏等の問題を有して

いることを明らかにしたと同時に,自閉症に生じる

原因不明のパニックなどの行動障害の原因の一つと

して,これらの感覚過敏が関与している可能性を指

摘している.このように感覚過敏は,現在用いられ

ている自閉症の診断基準よりも,本人が現実的に抱

く困難性の本質に近く,自閉症の核心部分との関連

がより深いとの見方もなされるようになってきてい

る (東候,2002).

私たちは,この自閉症の感覚過敏という問題を,

これまでの自閉症の教育や支援の在り方について反

省と再考を促すものと捉えた.そして,'この感覚過

敏に着目かつ考慮して,自閉症児本人が苦痛や不安

を抱かずに参加できる授業づくりに取り組んだ.本

稿では,その実践の経過について報告する.

Ⅱ 授業実践

1. 本研究の契機

今回の授業実践は,大学の障害児教育講座との共

同研究の一環として行われたものである.特に,自

閉症の支援の在り方に着冒したきっかけは,年度当

初に授業参観を行った大学の共同研究者から以下の

ような指摘を受けたことにある.すなわち,①自閉

症と知的障害の子どもが一緒の授業は,教師にとっ

ても子どもにとっても大変そうだ,②もっと自閉症

の子どもの障害特性を考慮すべきではないか,③な

によりも,学習者 ･生活者としての子どもが楽しく,

充実した学校生活を送るには,もっと教師が子ども

の側に立った授業を組み立てることが大切ではない

か,④そのためには自閉症の子どもたちをグルーピ

ングすることも検討すべきではないか,というもの

だった.

小学部では,これまでにも小学部合同での集団活

動を行うにあたり,一人一人の実態や興味 ･関心に

もとづいて児童をいくつかのグループに分け授業を

行ってきたが,自閉症の児童だけを一つのグループ

に編成して指導にあたってきたことはなかった.先

に述べたように,ここ数年自閉症の児童の割合が増

加するにつれ,集団での授業が成立しにくくなって

きていることを漠然とは感じてきていたものの,だ

からといって,自閉症の児童を一つのグループに編

成して授業を行うことに関しては,小学部の教師の
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中に大きな戸惑いや疑問があったのも事実である.

共同研究は平成16年度当初の4月にスタートしたが,

自閉症の児童をグルーピングした実践を開始したの

は10月からであり,開始までに実に半年以上の期間

を要した.この半年間,教師は障害特性に応じた授

業づくりを行うための話し合いや学習会を幾度とな

く繰り返し,検討を重ねた.この中で,自閉症の特

性に配慮した授業づくりの必要性については教師間

で理解し合えたが,最後まで私たちを迷わせたのは,

自閉症の児童を知的障害の児童から ｢分ける｣とい

うことに関してであった.たとえば ｢保護者は,別々

のグループで分かれて授業を受けることを望んで入

学させたのだろうか｣,｢これまで積み重ねてきた集

団の良さはどうなるのだろうか｣,｢そもそも別々の

グループに分けることは差別ではないか｣,さらに

｢TEACCH柱2)は,学校だけでなく地域ぐるみの取
り組みだからこそ効果があるが,小学部だけで取り

立てて指導しても意味があるのか｣など,数多くの

意見が出された.グループに分けることは,これま

で私たちが長く取り組んできた,たくさんの児童が

かかわり合い,その中で育ち合うことを大切にした

｢集団での授業｣との隔たりが大きく感じられ,実

際の可能性を探る以前に,心情的にその隔たりを埋

めることが難しかった.

このような中で,高機能自閉症者の内面世界を描

いた一本のビデオ ｢ようこそ私の世界へ "自閉症"

ドナ･ウィリアムズ｣注3)を小学部職員全員で視聴し

た.これが職員の意識を変革させる大きなきっかけ

となった.たとえば, ドナがスーパーマーケットで

買い物をする場面では,音や光刺激から身を守るた

めに,店に入る前には必ず-ッドホンとサングラス

をっけていた.それでも彼女によれば,店内ではあ

らゆる方向から靴音や冷蔵庫の音などの聴覚刺激,

頭上の蛍光灯の光や雑誌などの様々な色彩といった

視覚刺激,さらに様々な臭いなどが洪水のように押

し寄せ,頭の中は処理しきれない情報で一杯になり,

一刻もはやく外に逃げ出したくなるという.私たち

にとっては何でもない刺激が,感覚過敏を持っ自閉

症の人にとっては,いかに苦痛や混乱を引き起こす

かを目の当たりにして,これまで文面でしか知るこ

とのできなかった感覚過敏の辛さを実感したと同時

に,この感覚過敏に対する配慮の必要性を強く感じ

た.ここに至り,小学部の教師全員で自閉症の児童

の側に立った授業を組み立てようと合意することが
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表1 授業単元の概要

単元名 単元のねらい 児童に対するねがい 時数･形態

ハッスルタイム ･お互いのことを紹介しあったり､

いろいろな活動を一緒に行った

バクさんに自己 りすることで､バクさんと仲良

紹介をしよう しになることができる｡

･自分の好きなことや得意なこと

を､いろいろな手段で相手に伝

えることができる｡

･基礎的要求や理解が 合同2時間
できる｡ グループ3時間

･サインを用いて意思 合同･グループ

表示ができる｡ 1時間

･可能なコミュニケー

ション手段を利用し 計6時間
て質問に答えること

ができる｡

ハッスルタイム

みんなでたのし

いクリスマス

クリスマス会当日までの流れや

クリスマス会当日の内容が分か

り､期待感をもちながら各活動

に取り組むことができる｡

自分の役割が分かり､自信をもっ

て発表をしたり､友達の様子を

見たりしながら発表練習や当日

の活動に取り組むことができる｡

制作活動では､自分の取組む活

動が分かり､担当部分の制作活

動に進んで取り組むことができ

る｡

自分のやることが分 合同2時間
かり､目の前の活動 グループ11時間

に落ち着いて参加す 合同･グループ

ることができる｡ 3時間

計16時間

でき,自閉症の児童を申し､にしたグループ編成を行っ

た授業を開始することとなった.以下にその授業実

践について報告する.

2. 授業の実践

1) 自閉症グループの対象児

本校小学部 1-6年までの全児童16名の内,自閉

症の児童6名 (1年生 1名,3年生 2名,4-6年生

各 1名)を概ね同じ集団となるように編成 した.こ

れらのいずれの児童も,個別の指導計画書では,

｢人とかかわる力 (基礎的なコミュニケーション手

段の獲得や確立)の向上｣や ｢落ち着いて集団活動

に参加できる｣ことなどが共通の課題として取り上

げられていた.言い換えれば,基本的な対人関係の

障害やコミュニケーションの障害を抱え,集団での

活動には種々の困難を抱えていた.また,6名の児

童のいずれも,以下のような感覚の問題を有してい

た.

A君 :味覚の過敏 (偏食)

B君 :聴覚 ･触覚 ･味覚の過敏

C君 :触覚の感覚鈍麻 (鈍感)

D君 :聴覚の過敏

E君 :聴覚の過敏
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F君 :触覚の過敏

2) 授業単元と取り組みの概要

自閉症の児童をグルーピングして行った,二つの

生活単元学習の概要を表 1に示した.

単元 :｢ハッスルタイム｣～バクさんに自己紹介
しよう.-

この単元では,韓国からの留学生で,ボランティ

アとして週3回来校 していたバクさんに,みんなで

自己紹介をしようということで学習に取り組んだ.

児童が自分の得意なことを自己アピールする取り

組みでは,それぞれが得意とするパズルや粘土,ビー

ズ飾りなどの制作を行い,出来上がった作品をもと

にバクさんに自己紹介した.また,制作の様子を録

画したビデオをバクさんに見てもらった.子どもた

ちが授業時間の最初から最後まで集中して取り組ん

でいる様子が映し出されたビデオを見たバクさんか

らは,普段とは違った子どもたちの姿をみて,とて

も驚いたという感想がよせられた.

単元 :｢ハッスルタイム｣～みんなでたのしいク

リスマス′-

この単元では,季節を考慮し,子どもたちが楽 し

みにしているクリスマスを取り上げた.ここでは,
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特に一人一人が自分の活動に見通しをもちながら,

落ち着いて取り組むことに重点をおいた.また,こ

の単元はちょうど学校公開の時期と重なったことか

ら,授業のいくつかは,保護者や他校の教師等にも

公開された.この単元の全時数は16時間であったが,
11時間をグループ別に取り組んだ.クリスマス会当

日までの準備活動を児童の実態や興味 ･関心を踏ま

えながら役割分担することで,一人一人が自分の持

ち味や特技を生かし,積極的に活動に取り組むこと

ができた.特に自閉症グループでは,活動に集中す

る時間が長くなっていったことと比例して,パニッ

クや奇声をあげることが少なくなり,とても静かな

中で授業が行われるようになったのが印象的であっ

た.

児童のグルーピングについてであるが,自閉症グ
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窓にはカーテン､ダンボ-ル紙で仕切っ

た空間を作ることで､周りを気にせず落

ち着いて取り組むことができた｡

図1 制作活動時の教室配置図

飾り付けてツリーの完成 !
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ループを含め,小学郡全体が3つのグループに分け

られた.ただし,グルーピングは必ずしも固定的な

ものでなく,児童の教育的ニーズに基づきながら,

一人一人が落ち着いて課題に取り組むことができる

ような環境の整備を念頭に,グループ担当教師や担

任の意見を取り入れた話し合いを行い,単元により

児童や教師のメンバーを入れ替えるなど試行錯誤を

繰り返した.また,自閉症の児童たちが感覚過敏等

の特性を有していることは理解できたが,実際どの

ような支援が有効なのかは当初見当がっかなかった.

そこでまず,聴覚過敏のために落ち着かず,時にパ

ニックに陥る児童が3名いたことから,静かな教室

環境を作ることに重点をおいた.具体的には,自閉

症グループの活動する教室は,普段の教室から少し

離れた,他の教室からの音があまり入らないプレイ

ルームを利用することとした.感覚過敏に加え,多

くの児童は選択的注意の問題も抱えていたことから,

課題や作業を行う際には,周りの視覚的刺激に影響

されないように子どもと子どもの間隔を一定程度あ

け,壁に向かって活動するようにした.教室の配置

状況と児童の活動状況の例を図1に示した.なお,

教室環境の整備 ･構造化にあたっては,｢自閉症療

育ハンドブック～TEACCHプログラムに学ぶ～｣
(佐々木,1993)を参考にした.ワーク･システム

などの指導方法を一部取り入れたが,全てにおいて

TEACCHのプログラム化を図ったわけではない.

3) ケース紹介

B君の授業での変化について紹介する.B君は図

味覚過敏

触覚過敏

服が少しでも濡れると､

もう嫌0着替えたいよ !
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2に示したような聴覚や触覚,味覚の感覚の過敏性

を持っていた.普段教室では,私たちが気づかない

程度の音に対しても両手で耳を押さえ,物事に集中

できないことが度々ある.また,目の前の向かうべ

き課題よりも,周囲の人や物に瞬間的に注意を向け

て立ち上がって歩き回ったり,時にはその物に固執

してしまったりすることがある.そのため,周囲に

気になる音や物がある場合は,ほとんど授業に参加

できない状態になってしまっていた.このようなB

君に対する配慮点として,以下のような対策を講じ

た.

･教室の窓全てにカーテンを引き,外の様子が気

にならないようにした.

･壁に向かって机を配置することで,周囲の人の

動きができるだけ気にならないようにした.

･制作過程一つ一つに課題性をもたせ,できるだ

け飽きないで取り組めるような教材の準備に努

めた.

その結果,B君は時間一杯集中できるようになり,

大きなトナカイのパズルを完成させることができた.

聴覚過敏に対する配慮として,当初は耳栓やヘッド

ホンの着用を計画したが,これまで経験がなかった

ことや,同じように他の児童にも配慮を行った結果,

全員が落ち着き,集中して課題に取り組めるように

なったため,B君が気になるような聴覚刺激がなく

なり,耳栓やヘッドホンの着用は必要なかった.こ

のように,類似の障害特性を持っ児童によるグルー

プでの学習は,B君に対する配慮が他の児童にも有

効であり,また他の児童に対する配慮がB君にとっ

聴覚過敏

大きな音､騒々しさ､特定の人

の声が苦手○耳を押さえるよo

授轟での配慮

気になる音がない集団だと

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要
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ても安心できる環境を作り出すということがわかっ

た.

4) 自閉症グループの変化

今回の障害特性に配慮したグルーピングによる授

業を繰り返すなかで,教師が児童の脇でマンツーマ

ン的に支援するよりも,壁に向かって机を配置し,

周りからの視覚的刺激を遮断した方が落ち着いて課

題に取り組めるようになってきた.この取り組みを

始めてからわずか3ヵ月後に行った公開授業の際に

も,外部から多くの参観者が来たにもかかわらず,

子どもたちは普段と変わらない様子で,落ち着いて

自分の手元をよく見て,集中して課題に取り組んで

いた.グルーピングし,教室環境を整備することが,

これだけの成果を上げるとは,当初予想もしていな

かった.加えて,これまでこのグループの児童には

あまり見られなかった,自分から道具の準備や後片

付けを行うなど,自主的に活動するようになってき

たことは驚きであった.

感覚過敏に対処するために,環境の整備をしよう

ということが,結果的に今回のグルーピングという

形態を採用することになったともいえる.実際 ｢バ

クさんに自己紹介をしよう｣でも,新たなグルーピ

ングによって集まった自閉症の児童たちが,すぐに

時間一杯制作に集中し,取り組む姿が見られた.グ

ルーピングによって心理的な安定が図られる環境が

保障され,そのことが児童にとって精神的にとても

安心した状態で授業に臨むことをもたらしたのでは

ないかと考えられた.今回の実践を行う前までは,

集団での授業を行う際に,ほとんどの自閉症の児童

は,常に教師が子どもの脇について援助するなど,

マンツーマン的な指導を必要としていた.しかし,

今回のようなグルーピングによる授業を繰り返す中

で,児童は活動に見通しをもって主体的に取り組む

ことができるようになり,一人の教師で,何人かの

児童を同時に支援することも可能となってきた.

また,今回の授業実践を通して私たち教師の児童

に対する見方も変わってきたのも事実である.これ

まで述べたような配慮を行うことによって,児童一

人一人が毎時間,集中して取り組む姿を目の当たり

にしたことは大きな驚きであったと同時に,子ども

一人一人がもっていた潜在的な能力の大きさを再発

見する機会となった.
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Ⅲ 考察

自閉症の子どもたちの障害特性,特に感覚過敏に

着目した授業実践の取り組みは,自閉症の子どもに

とっても教師にとっても,これまでの授業の在り方

や意識を大きく変えた.以下に今回の共同研究と実

践を行う中で得たいくつかの課題や知見について検

討することとする.

1. 教師の意識変革と保護者の評価

生活単元学習の中で,障害特性に応じてグルーピ

ングし,授業を行うことに,当初戸惑いを感じたこ

とは否めない.そこには,養護学校の教師として,

これまで生活単元学習を行ってきた経験や生活単元

学習そのものの捉え方がひとつの大きなハードルと

なっていた.すなわち,集団学習の中で,お互いを

認め合い,自分の役割を意識し,協力し合いながら

成就感を味わうことができるようにと,指導案を書

き,指導を重ねてきた教師にとっては,グルーピン

グそのもの自体に疑問をもったのも当然のことかも

しれない.授業実践にあたって,小学部の中で何度

も話し合いを重ねたが,同じような思いをどの教師

も抱いていた.しかし,自閉症の感覚過敏の問題の

大きさに気づいたとき,それまで ｢自分のクラスに

自閉症の子どもがいても,授業には特に困っていな

い｣と話 していた教師も,｢自閉症の子どもの立場

に立ってみれば,もしかしたら今までの授業は苦痛

以外の何ものでもなかったのでは｣というように,

教師の視点からではなく,子どもの立場に立って,

授業の在り方を再考するようになった.このような

意識変革,あるいは視点を得たことによって,たと

えば,自分たちがこれまで体育の時間にかけっこを

する際に,反響が大きい体育館で大音量の音楽を流

したり,励ますつもりで大きな声を出したり,音楽

の時間には大きな声で元気に歌うように指導したり,

様々な楽器で合奏させたりしてきたことの数々は,

知的障害の子どもたちにとってはよかったかもしれ

ないが,もしかすれば自閉症の子どもたちにとって

は苦痛や混乱を引き起こす以外の何ものでもなかっ

たのではないか,というように見直すようになった.

今回の授業実践は,どのようにしたら自閉症の子ど

もたちが苦痛や混乱のない環境の中で,安心して授

業を受けられるのだろうかということを中心に進め

てきたといえる.先の実践報告でも述べたように,

このような感覚過敏に対する環境整備を行うだけで
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ら,それまで数分と注意が続かず,離席やパニック

を頻発させていた子どもたちが,何十分と集中力を

持続させ,黙々と課題や作業に取り組むようになっ

たのである.たったこれだけの配慮で,このような

劇的ともいえる変化が起こるとは誰も予想もしてい

なかっただけに,最も驚いたのは,まさに教師その

ものであった.教師は,これまでに見たことのない

子どもたちの姿に感動するとともに,本来子どもた

ちがもっている能力に初めて気づかされたともいえ

る.

ところで,今回の授業実践では,生活単元学習の

授業全てをグループ別に行う形態をとったわけでは

ない.小学部全体で行ったり,時には2つのグルー

プが合同で学習したりできる場面も柔軟的に設定す

ることによって,これまでの養護学校の教育の中で

育んできた生活単元学習の良さを生かすことにも心

がけた.グルーピングによって,自閉症グループの

児童一人一人が,落ち着いて生き生きと取り組む姿

が見られたが,これがまさしく本当の子どもの姿で

あったと感じている.今後も,子どもたちが本来もっ

ているこの様な姿を引き出していくには,子どもや

障害についての思い込みの払拭はもちろん,従来の

指導形態に対する教師の意識改革が,必要不可欠で

あると実感している.

今回の実践は教師に自閉症の子どもたちの潜在能

力の大きさと授業づくりに対する自信を与えてくれ

たが,自閉症の子どもをもつ保護者にはどのように

受け止められたのであろうか.この授業実践に取り

組み始めて3ヵ月後に行われた公開授業を参観した,

現在中学部に在籍する生徒の保護者に感想を聞いた

ところ,｢我が子が小学部にいた頃に,こんな子ど

もの姿を見たかった.自閉症の子をもっ親として,

今でもそうだが,授業参観のときは,いっパニック

を起こすか,席を立たないか,そんなことばかり心

配しながら見ている.今日の授業では子どもたちが

本当に授業に集中していて,生き生きと見えた.｣

と答えてくれた.また,別の小学部の保護者は ｢こ

の様なグループ別の授業があってもよいと思う.千

どもたちが集中して,自分から一生懸命課題に取り

組む姿がとても印象的だった.｣ と述べていた.こ

のように,今回の実践は,自閉症の子どもをもっ保

護者にも,肯定的に受け止めてもらえたのではない

かと思われる.
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2. 養護学校教師のグルーピングに関する意識

今回の実践に,大学から参加した共同研究者とし

て最も強く感じたことは,自閉症の子どもをグルー

ピングし,指導を行うことに対して,現場の教師が

示した心理的抵抗の強さであった.このことは今回

一緒に実践にあたった教師だけの問題ではない.秩

田県内の養護学校に勤務する教師58人に,自閉症の

子どもをグルーピングして指導することに対する賛

否を尋ねたところ注4),自閉症の子どもを知的障害

の子どもとは別のグループにして指導することに

｢賛成｣と答えた者はわずか8人だけだった.また,

｢反対｣と答えた者は10人で,最も多かったのは,
｢どちらとも言えない｣の40人で,約7割を占めた.

表2に,その理由について示した.グルーピングに

賛成と答えた者の理由としては,｢グループ別で学

習した方が,自閉症の子にとって安心でき,理解し

やすいから｣とか ｢障害の特性を考えると落ち着い

た環境が必要で,大集団より小集団の方がよい｣と

いったように,自閉症児の側に立った見方や障害特

性を考慮した支援の必要性が挙げられていた.一方,

反対と答えた者では,｢コミュニケーションの能力

を発達させるためにも一緒の授業を行った方がよい｣

とか ｢他の子の様子を見て学ぶことも多いので,行

動のモデルとなる子と一緒に授業した方がよい｣と

いったように,集団での教育を重視する意見が多かっ

た.また,どちらとも言えないと回答した者では様々

な理由が挙げられていたが,大別すると以下の4つ

の意見に分かれた.一つ目は ｢グループに分けると

落ち着くだろうが,分けないことで他児の影響を受

けることもできる｣とか ｢自閉症のみだと環境を整

えやすいが,他児との関わりの中で育っ部分も多い

はず｣といった,障害特性からは分けた方がよいが,

他の子どもたちとの関わりも大切にしたいという意

見である.二つ目は ｢場面によっては分けた方がよ

い｣,｢離した方がよい内容と一緒にやった方がよい

ものがある｣といった,授業や場面によっては分け

た方がよいというものである.三っ目は ｢分けた方

がよい部分もあるが,将来の社会生活を考えたとき,

本当によいかどうかわからない｣,｢教師としてはグ

ループ別の方が指導しやすいだろうが,子どもにとっ

てどうなのかわからない｣といった,まさに教師自

身が迷っている意見である.最後は,｢分けて授業

を行うことで成果があるかどうか,まだわからない

から｣といった,効果があるかどうかを疑問視する
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表2 グルーピングに対する賛否の理由

賛成 (理由記載者8人中7人)

･グループ別で学習した方が,自閉症の子にとって安心でき,理解しやすいから

･自閉症の子にとって,過ごしやすい場であると思うから

･障害の特性を考えると,落ち着いた環境が必要で,大集団より小集団の方がよい

･自閉症の過敏性や特性を考慮すると,一日の中にそのような時間があってもよい

･同じグループでは環境をそろえられないので,学級は同じでも授業は別がよい

･自閉症の障害特性に沿った指導ができるので

･障害特性が異なるので,一緒に指導するより,別にして個に合わせた指導がよい

反対 (理由記載者10人中10人)

<集団教育の重視>

･コミュニケーションの能力を発達させるためにも一緒に授業を行った方がよい

･他の子の様子を見て学ぶことも多いので,行動のモデルとなる子と一緒に授業した方がよい

･世の中は色々な人の集まりだから,色々な子どもたちと一緒の中で育ってほしい

･社会に出ると多様な人の中で生きていかなければならないので,グループ別に分けるのは反対

･自閉症もそうでない子も一緒の中で,互いの良さや個性を認め合って欲しいから

･別々にすると,集団としてのダイナミズムが失われてしまうのでは

くその他>

･自閉症と言うことだけで,共通項として捉えることはできない

･自閉症に知的障害を重複している場合はグループを一緒にした方がよい

･自閉症児に焦点を当てるのはよいが,それ以外の子どもたちにももっと手厚い支援を行うべき

･自閉症の特性に応じた支援を行うには,子ども一人に教師一人が必要で,それは現実的に無理

どちらとも言えない (理由記載者40人中26人)

<障害特性からは分けた方がよいが,他の子どもたちとの関わりも大切にしたい>

･グループに分けると落ち着くだろうが,分けないことで他の子の影響を受けることもできる

･自閉症のみのだと環境を整えやすいが,他児との関わりの中で育つ部分も多いはずなので

･特質に合ったカリキュラムで進めると伸びるように思うが,他の子とも関わりを持たせたいから

･特性を考えるとより落ち着く環境が望ましいが,他の子との関わりを育てるには一緒の場も必要

･授業によっては分けてもよいが,一緒の活動も子どもにとってプラスだから

･一緒の集団の中で伸びた子もいたが,子どもによってはつらいと感じているかもしれないので

く授業や場面によっては分けた方がよい>

･場面によっては分けた方がよいかもしれない

･離した方がよい内容と一緒にやった方がよいものがある

･授業によっては別々に行うことに賛成.体育や音楽は一緒でよい

･学習内容や課題に応じて,個々に決めるのがよい

･分けないことでお互いの良さを生かせることもあるが,個別指導でじっくり指導することも大切

･グループに分けることで有効な場もあれば,そうでない場合もあるから

･時と場合,それと子どもたちの実態によると思う

<教師の迷い>

･分けた方がよい部分もあるが,将来の社会生活を考えると,本当によいかどうかわからない

･教師としてはグループ別の方が指導しやすいだろうが,子どもにとってどうなのかわからない

･分けた方がよいかもしれないが,保護者の理解を得ることができるかどうか疑問

･全てだと抵抗がある.授業の内容によって分けるくらいがよい

･別々にしても一緒にしても,どちらにもメリット,デメリットがあると思うから

･ある年齢まで別グループで指導した方が,子どもの心理的負担が少なくて良いかもしれない

･障害の程度にもよるが,知的障害と同一グループでの授業も可能な場合もあるから

<効果があるかどうか疑問>

･分けて授業を行うことで成果があがるかどうか,まだよく分からないから

･分けて教育するのには,今のやり方ではまだ無理があるように思う.もっと準備が必要である

･自閉症どうLを一緒にしても効果があるかどうか疑問

･別々にすると適応力が育たない

･自閉症とか知的障害という観点ではなく,どのような集団で指導するのがよいかを検討すべき

･分けるとか分けないとかではなく,どんな内容や方法で行うかといったことを吟味すべき
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ものだった.

これらの結果は,養護学校に勤務する教師の多く

が,自閉症の子どもをグルーピングすることに一定

の理解を示しながらも,従来から行ってきた知的障

害児と一緒の集団での教育から一歩踏み出すことに

対して抵抗感を抱き,本当に教育的な効果があるの

かどうかに疑問をもっていることを示したものとい

えよう.これはまさに,今回の報告した,共同研究

を開始した頃の教師の姿と重なり合う.今回の取り

組みから明らかにされたように,今,自閉症の教育

で求められているのは,実は自閉症に対する指導法

ではなく,教師自身の意識変革なのかもしれない.

言い換えれば,｢どのように (Howto)｣を追求す

る前に,｢なぜ (Why)｣の問いを発することの方

が大切といえよう.実際,今回の教育実践を振り返っ

ても,実に半年もの間 ｢なぜ｣を問い続けたのであ

る.教師自身の中に,感覚過敏という視点から,な

ぜ自閉症の子どもたちに知的障害の子どもたちとは

違う特別な支援が必要かの理解と認識が出来上がっ

たとたん,教師たちは,TEACCH等を参考にしな

がら,短期間の間に,今回報告したような授業を組

み立て,実践を成 し遂げたのである.このような教

育実践を目の当たりにして,子どもに合った指導法

を選択し,工夫していく教師集団の確かな目や力と

いうものを再確認 した.

3. 今回の取り組みが教師や周りの子どもに与え

た影響

現在各方面で自閉症に特化した教育課程や学級編

成の在り方が模索されているが,単に自閉症の子ど

もたちを同一のグループにして指導すればよいとい

うものではない.自閉症の子どもたちも周りの友達

と仲良くしたいという欲求を強くもっているし,集

団の中で共に育っていく可能性も大きい.では,そ

のためにはどのようにすればよいのだろうか.今回

の実践の中で,感覚過敏にどのように配慮すればよ

いか,その具体的な対応を含め教師自身が理解でき

るようになった.そのことは,自閉症の児童が在籍

する学級での日頃の授業にも生かされるようになっ

てきた.例えば,大きな音や声が苦手な子どもがい

る学級の教師が ｢○○君,大きな声,いやなんだっ

て.静かにしようね.｣とクラスの児童に言うよう

になってから,子どもたち同士が,大きい音や声を

出している友達には,｢シー｣と,静かにするよう,
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お互い気をつける場面も観察されるようになった.

また,大きな音が起因となってパニックを起こして

いる時,｢大きな音でビックリしたよ.いやだよ-つ

て,泣いているよ.｣と自閉症の子どもの気持ちを
代弁してあげると,周りの子どもたちも納得 して行

動するようになってきた.

今回,自閉症の特性として,感覚過敏ということ

を手がかりに授業実践を展開してきたが,その理解

が深まる中で別の障害特性にも,新たに目を向ける

ようになってきた.選択的注意の問題もその一つで

ある.例えば,これまでも授業では,自閉症の子ど

もたちに有効とされている絵カードや写真カードを

用いるなど,視覚的に訴える手段を多用してきた.

これによって,どの子どもにもうまく指示が通って

いるものと思ってきた.しかし,2つの情報を同時
に処理することが困難な選択的注意の障害も,自閉

症の大きな障害特性の一つであると理解するように

なって,これまで絵カードや写真カードを提示しな

がら,同時にことばでも指示を出していたことが,

もしかしたら自閉症の子どもたちに混乱を引き起こ

していたかもしれないということに気づいた.そこ

で,カードの提示の仕方を,見せる- (白板に)貼

る-ことばで伝える,という手順に変えた.この方

法が有効かどうか今のところ客観的なデータはない

が,教師の実感としては,子どもたちが以前よりも

納得 して行動している様子が伺える.また,この方

法を繰り返しているうちに,学級の朝の会で,児童

たちもこれと同じような手順でカードを提示するよ

うになった.このことは,こちらが積極的に意図し

たものではなかったが,一つの大きな成果ともいえ

る.このような指示の出し方一つをとってみても,

教師が正 しく障害特性を理解し,それに配慮 してい

くことが,自閉症の子どもたちに有効であるばかり

でなく,周りの子どもたちが自閉症の子どもを理解

し,相手を思いやる気持ちを育てていくことを知っ

た.最近は,学級内で自閉症の子が待ち時間が長 く

て,パニックを起こしそうになっているときに,周

りの子どもたちがどうすればよいかがだんだんと分

かってきて,できるだけ待たせないように,早 く行

動しようという姿も見られるようになってきている.

最後に今回の実践を振り返ると,変わったのは自

閉症の子どもたちではなく,実は教師や周りの子ど

もたちであったのかもしれないと感 じる.自閉症の

子どもたちにとって,今ようやく,不安や苦痛がな
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く,安心 して授業に参加できるスタートラインに立

てた段階といえよう.これからは,子どもたちが本

来持っている力を最大限引き出し,育てていくため

の支援の在り方を求め,実践を重ねていきたい.
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注

注 1) 自閉症スペクトラム障害 (autisticspectrum

disorder)とは,ウィング (1998)によって提唱

されたもので,ICD-10やDSM-Ⅳによって定義

されている広汎性発達障害 (pervasivedevelop-

mentaldisorders)と同義語である.狭義の自閉

症 (自閉性障害)だけでなく,アスベルガー症候

群なども含む広義の意味で用いられる.ウィング

は,英国では広汎性発達障害という用語は親に嫌

われ,混乱を招きやすいものだと述べている.

注2)TEACCH (ティーチ)とは,米国のエリッ

ク･ショプラーらが提唱した自閉症の支援プログ

ラム.特徴としては,学校や地域社会を中心に,

自閉症の人が学習や生活しやすい環境を整え,社

会参加を支援する総合的な支援プログラム.日本

には,佐々木正美によって1983年に導入され,全

国的に普及してきている.

注3) このVTRは,NHK厚生文化事業団 (〒150-

0047 渋谷区神山町4-14 第三共同ビル6階,

Tel.03(3481)7855)の ｢福祉ビデオライブラリー｣

にて無料で借りることができる.

注4) この調査は,共同研究者の一人が2004年12月

に,秋田県内の知的障害養護学校で自閉症の教育

に関する講演を行った際に,講演に先立ち実施 し

た.調査は無記名によるアンケート方式で実施し,

自閉症の子どもたちをグルーピングして指導する

ことに対して,賛成,反対,どちらとも言えない,

の中から選択してもらい,その理由について自由

記述を求めた.
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Summary

Thepresentpaperreportsonanexploratory

lessonforautisticchildren.Thecoursewasspe-

ciallydesigned,sothestudentswithhypersensi-

tivitymightparticipateinclasseswithoutundue

psychologicalpressure.Theproblemofhypersen-

sitivityhasrecentlybeennoticedamongre-

searchersandpractitionersasitisoneofthe

majorcausesofpanic-Strickenbehaviorsofthose

withseveredysfunctionalautism.Ⅰnthepresent

program,autisticchildrenwereplacedinasepa-

rateclassfromthosewithothertypesofmental

retardation,soitbecamepossibletodealwith

them withparticularattentiontothecommon

problem.Despiteinitialconcernexpressedby

teachers,theprogrameventuallyturnedouttobe

successfultoalargeextent:Studentsexhibiteda

greaterdegreeofconcentrationongiventasks

than in previous types of mixed classes.

Accordingly,teachers'attitudestowardthepro-

gramchangedfromresistancetoacceptance.The

paperconcludesbyemphasizingtheimportance

ofunderstandingandappreciatinguniquetraits

ofautisticstudentsonthepartofteachers.

KeyWords:Autism,SensoryIssues,Schoolfor

MentallyRetardedChildren,

Educationalpractice
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